
 

 

 

先進校視察～道徳教育～  

９月２５日（月）、本校研修担当教員が奈良県大和郡山市立郡山東中学校へ視

察に出かけました。この学校は道徳教育の先進校として知られ、今後の八鹿青渓

中学校の道徳教育をさらに充実させることを目的に今回の視察を計画しました。 

視察では、各学年の道徳科の授業を参観させていただいたことに加えて、校長

先生やご担当の先生より日常の道徳教育について詳しくご説明いただいたとのこ

とで、今後の八鹿青渓中学校の道徳教育推進の参考にさせていただきます。 

なお、この先進校視察は養父市教育委員会の「ＹＡＢＵスクールチャレンジ事

業」の一環として行いました。 

養父の未来づくり・地域貢献育成講座  

９月２６日（火）、兵庫県立人と防災

未来センターから講師をお招きして、

「養父の未来づくり・地域貢献リーダ

ー育成講座」を実施しました。この講座

は、防災、福祉、人権等の観点から自

助と共助の精神を育むことを目的とし

て養父市が主催しています。この日は、

「世界的に見ても日本は地震が起こり

やすい国であること」「地震が起こるメカニズムについて」「近い将来、必ず起こるとされる南海トラフについて」「南

海トラフはけっして遠い地の問題ではないこと」等のお話があり、防災意識を高揚させることがいかに大切なことであ

るかを再認識させられました。生徒も実に真剣にお話を聞き、将来の養父市を担う人材としてたのもしく感じました。 

校内職員研修～人権教育～ 

９月２７日（水）、本校人権担当教員

を講師として「同和問題」や「ＬＧＢＴ」

などの人権課題をテーマにした校内職

員研修を実施しました。 

まず「同和問題」においては、歴史的

背景を踏まえた上で、正しい知識を生

徒たちへ伝えていくことが重要であるこ

とを共通理解しました。 また、「ＬＧＢ

Ｔ」については、映像資料「～あなたがあなたらしく生きるために～性的マイノリティと人権」（法務省）を視聴し、性的

マイノリティとされる人々の多くが生きづらさを抱え、社会的に孤立する傾向があることを共通理解しました。 

我が国には、その他にもさまざまな人権課題があります。今回のような校内職員研修を繰り返す中で、日々の人権

教育をさらに充実させることができるように努力したいと考えます。 
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第５回全校集会 

１０月２日（月）、今年度５回目の全校集会を行いました。今回は、「あいさ

つ」についての話をさせていただきました。以下はその一部抜粋です。 

「９月２日の土曜日にＹＢファブで開催された講演会に参加しました。その際

に芝生広場から『校長先生！こんにちは！』と大きな声であいさつしてくれた生

徒がおり、たいへん嬉しく思いました。また、生徒玄関前を高圧洗浄機で約３ヶ

月にわたって清掃している事務職員の早﨑先生によると、作業の横を通る生徒

の６割があいさつしてくれるとのこと。ほとんどが『こんにちは！』ですが、その

うち約２割の人が『ごくろうさまです！』『ありがとうございます！』と声をかけてくれるとのことでした。このように、校外

でも元気にあいさつができるということ、また、作業をしている人の労をねぎらって、あるいは、感謝の気持ちをこめて

言葉を送ることができるということはたいへん素晴らしいことです。これからも是非続けてほしいです。」 

○「第５６回 科学する但馬の子ども」但馬文教府長賞  ※理科の自由研究に関する受賞です。 

八鹿青渓マラソン大会 

１０月４日（水）、八鹿青渓マラソンを

開催しました。この大会は、①貫徹の精

神を意識し、自己の体力の向上と最後ま

で走りきる精神力を培う②クラスの連帯

感を深め、生徒同士が相互に励まし合え

る場をつくり、主体的に学ぼうとする力

を育む、等の目的で開催し、男子は４

km、女子は３km という長い距離を、ど

の生徒もしっかりと走り切りました。 

沿道には、生徒の走りを一目見ようと

駆けつけてくださった方もおられました

し、大会前には、コース脇の草刈りや路

面の清掃を行ってくださった方もあると

のことで、たいへん嬉しく思いました。ど

うもありがとうございました 

 

１０月の「草庵先生の教え」  

１０月の「草庵先生の教え」は「読書は精を貴び、用

功は実を貴ぶ」。読書は丁寧に詳しく学び、実践は実際

に動く(行動)ことが大切であるという意味になります。 

そういえば、私はこの秋に「頭のよさは国語力で決ま

る」（明治大学教授：齋藤 孝著）という本を読みました。

簡単に目を通しただけで、つい満足してしまっていまし

たが、再度時間をつくって丁寧に読み返してみようと思

います。また、ただ単に本を読むだけではなく、学んだ

ことを実践してみることを心がけようと思います。 

全校集会の冒頭で校歌の練習 


